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PressRelease  2019.7.29 

 

豊かな自然を育んできた日本の姿をいつまでも・・・ 

SHIROYAMA HOTEL kagoshima が担う社会への取り組み 

SHIROYAMA HOTEL kagoshima(城山観光株式会社/代表取締役：東 清三郎)では、企業が担う社会への取り組

みとして『３０・１０運動』と『紙ストローの使用』をスローガンに掲げ、「美しい日本」をいつまでも後世に残

す取り組みを鹿児島から発信いたします。 

『３０・１０運動』は、職場でのお集まりなどのご宴会・ご会食時に、乾杯後 30 分間は席を立たず、料理を楽

しみ、お開き前 10 分間は自分の席に戻って再度料理をお楽しみいただきます。環境分野で初のノーベル平和賞を

受賞したケニア人女性、ワンガリ・マータイ氏が提唱した、世界の共通語として広がりを見せる日本の美しい言葉

「もったいない（MOTTAINAI）」を心がけ、皆さまのご協力のもと、食品ロスの削減に取り組みます。 

また『紙ストローの使用』では、海洋汚染の対策や環境に負荷をかけない「紙ストロー」を使用することで、プ

ラスチックゴミを減らし、将来は日本全体でプラスチックゴミ「０」が目指せる礎を築いてまいります。 

SHIROYAMA HOTEL kagoshimaでは、先月 6月 27日にオープンしたあんぱん専門店 「餡心 ほあん堂」で「紙

ストロー」の実施をはじめており、バンケットや各レストランでも 8月 1日より「紙ストロー」の使用を開始し、

環境に優しい新しい未来への 1歩を踏み出します。 

「美しい日本」と「世界」を永遠に・・・自然や環境をリスペクトし、より良い社会への参加・取り組みを事業

活動を通じて、SHIROYAMA HOTEL kagoshimaは皆さまと歩んでまいります。 

 
 

 


